様式２（県立・国立・私立学校用）

令和６年度外部専門家を活用した支援体制充実事業報告書　（記入例）

締め切り：事業実施後３か月以内　　最終３／１４
	学校名
	○○高等学校

	作成者
	○○　○○

	訪問の際の担当者
	※特別支援教育学校コーディネーター等、相談時の担当者名を記入してください。

○○　○○

	実施日
	６月１９日（水）

	対象児童生徒数
	２

	実施後に取り組んだこと
	例）

Ａ：板書に時間がかかるため、プリントを準備して貼るようにした。

Ｂ：休み時間や昼休みにずっと一人で教室の席に座っていた生徒に、休み時間にできることの提案をプリントして渡した。
・夏期休業中に個別の指導計画を使って、生徒の実態と指導方法などを教員で共有する会を行った。

	成果と課題
	例）

Ａ：考えたり、聞いたりする時間が増え、理解できることが増えた。

Ｂ：教室から出て図書館に行ったり、本を持ってきて読んだりするようになった。

・不安定な時があるため、空き教室を利用しクールダウンできる場所を確保し、ルールを決めて活用できるようにしたい。


様式２（県立・国立・私立学校用）

令和６年度外部専門家を活用した支援体制充実事業報告書

締め切り：事業実施後３か月以内　　最終３／１４
	学校名
	

	作成者
	

	訪問の際の担当者
	

	実施日
	

	対象児童生徒数
	

	実施後に取り組んだこと
	

	成果と課題
	


校内支援体制整備の取組についても記入する。





子ども一人一人に対して、個別の指導計画の生徒の変容、評価の部分と連動した形で記入する。








